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『花隠桜花帖』―「三熊派」広瀬花隠の桜たち

石 田 暁 子

国立国会図書館の蔵書から

　

江
戸
時
代
中
期
か
ら
後
期
の
京
都
に
、
桜
の
絵
を

専
門
に
描
く
画
家
た
ち
が
い
ま
し
た
。

　

そ
の
始
祖
は
『
近
世
畸
人
伝
』『
続
近
世
畸
人
伝
』

の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
、
三み

く
ま熊
思し
こ
う孝
（
１
７
３
０

‐
１
７
９
４
）
で
す
。
思
孝
の
絵
で
は
、
桜
を
鳥
獣

や
人
物
、
山
水
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
な
く
、

単
独
で
描
く
こ
と
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
桜
の
品
種

や
名
木
の
描
き
分
け
に
努
め
つ
つ
、
本
草
書
や
園
芸

書
の
よ
う
な
客
観
的
描
写
と
は
異
な
る
、
情
緒
的
な

桜
の
姿
を
表
現
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
描
法

は
、
妹
の
三
熊
露ろ

こ
う香
（
‐
１
８
０
１
頃
）、
弟
子
の

広ひ
ろ
せ瀬
花か
い
ん隠
（
１
７
７
２
頃
‐
１
８
４
９
頃（
１
）
）、
露
香

の
弟
子
の
織お

だ田
瑟し
つ
し
つ々

（
１
７
７
９
‐
１
８
３
２
）
に

受
け
継
が
れ
、「
桜
画
」
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ
ま

し
た
。
美
術
史
学
者
の
今
橋
理
子
氏
は
、彼
ら
を「
三

熊
派
」
と
名
付
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
『
花
隠
桜
花
帖
』
は
、
三
熊
派

の
ひ
と
り
、
広
瀬
花
隠
に
よ
る
画
帖
で
す
。
折
本
形

式
の
台
紙
に
、
絹
本
に
描
か
れ
た
12
点
の
桜
画
が
貼

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

桜
は
１
点
に
１
種
ず
つ
、
折
枝
の
状
態
で
、
あ
る

い
は
画
面
の
外
側
か
ら
差
し
出
る
よ
う
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。
三
熊
派
の
桜
は
、
淡
く
描
か
れ
た
幹
や
枝

の
上
に
白
い
花
が
浮
き
上
が
り
、
し
ば
し
ば
雪
の
よ

う
に
見
え
ま
す
が
、本
画
帖
に
お
け
る
花
隠
の
桜
も
、

朽
葉
色
の
絵
絹
の
上
で
ほ
の
白
く
、
薄
明
に
浮
か
ん

で
い
る
か
の
よ
う
で
す
。

今 月 の 一 冊

12 点の桜画より山桜。
花隠桜花帖
広瀬花隠 自筆　1帖 ; 21×31cm
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2539130

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2539130
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画
面
に
は
大
き
く
余
白
が
と
っ
て
あ
り
、
こ
の
余

白
が
鑑
賞
者
に
桜
の
美
し
さ
だ
け
で
は
な
く
、
周
囲

に
広
が
る
空
間
の
豊
か
さ
を
も
感
じ
さ
せ
て
く
れ
ま

す
。で
す
が
こ
の
余
白
に
は
本
来
、別
の
意
味
も
あ
っ

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

平
安
時
代
の
公
卿
で
、
桜
を
愛
す
る
ゆ
え
に
「
桜

町
中
納
言
」
と
呼
ば
れ
た
藤
原
成し

げ
の
り範
（
１
１
３
５
‐

１
１
８
７
）。
花
隠
は
彼
を
崇
敬
し
て
お
り
、
か
つ

て
洛
東
に
存
在
し
た
と
い
う
、
成
範
を
祀
る
「
桜

宮
」
の
再
建
を
宿
願
と
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
宮
に
飾
る
た
め
、
公
家
諸
侯
を
廻
り
、
自
身
の
描

く
桜
花
三
十
六
品（

２
）に
寄
せ
る
和
歌
を
募
っ
て
い
た
の

で
す
。

　

肥
前
平
戸
藩
主
の
松ま
つ
ら浦
静せ
い
ざ
ん山
（
１
７
６
０
‐

１
８
４
１
）
は
、
人（

３
）を
介
し
て
花
隠
よ
り
和
歌
の
揮

毫
を
依
頼
さ
れ
た
顛
末
を
、
随
筆
『
甲か

っ
し子
夜や

わ話
』
に

記
し
て
い
ま
す（

４
）。
さ
ら
に
『
続
甲
子
夜
話
』
に
は
各

家
よ
り
寄
せ
ら
れ
た
和
歌
三
十
六
首
を
転
記
し（

５
）、
花

隠
の
語
る「
桜
宮
」勧
進
の
委
細
を
記
し
て
い
ま
す（

６
）（
こ

の
話
は
夙
に
有
名
で
、
参
考
文
献
に
挙
げ
た
山
田
孝

雄
氏
『
桜
史
』
や
今
橋
理
子
氏
『
桜
狂
の
譜　

江
戸

の
桜
画
世
界
』
に
も
詳
細
な
説
明
が
あ
り
ま
す
）。
花

隠
は
少
な
く
と
も
「
堂
上
方
三
十
余
君
、
諸
侯
方
百

余
君
」
よ
り
画
賛
（
絵
に
添
え
る
文
や
詩
歌
）
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
が
、『
花
隠
桜
花

帖
』
の
作
品
が
持
つ
余
白
も
ま
た
、
そ
こ
に
名
家
の

賛
を
待
つ
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん（

７
）。

（右）表紙、（下）垂枝（しだれ）桜。
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八重単（やえひとえ）桜。「桐ヶ谷」「車返」ともいわれ、一
枝の中に八重と一重の花が入り混じって咲きます。松岡恕庵

（1669-1747）『怡顔齋櫻品（いがんさいおうひん）』には「車返」
の名の由来として、この花を見たふたりが、ひとりは八重、ひ
とりは一重と言い論争となったため、乗った車を桜の場所に返
して確かめたという説が紹介されています。『古今要覧稿』（囲
み記事参照）には、『六々桜種類』によるとして、「いまた爛漫
せさるうちより一重のものかつちるその風情たくひなし」と記
載されています。

（参考）『古今要覧稿』の「桐ヶ谷」。
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/2552372/17 

『怡顔齋櫻品』の「桐谷」。https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536945/49

（右から）暁桜、明仄（あけぼの）桜、有明桜。
「夜明け」に関する名を持つ桜3種を並べてみました。「暁」は日の出前のほの暗い頃。後水尾天皇
（1596-1680）の勅銘で「明星桜」とも称し、宮中にもあり大輪中の大輪とのことです。「明仄」は、ほ

のぼのと夜が明け初める頃。やはり後水尾帝の勅銘で、「かすみ行松は夜ふかき山の端にあけほのいそ
く花の色哉」の御製8 により、この花のあった鞍馬口閑臥庵（かんがあん）は「曙寺」とも呼ばれます。「有明」
は、月が残っているうちに夜が明けること。ほかの桜が終わる頃に咲き、卯月桜の別名もあるといいます。

『六々桜品』9 の有明桜の図に寄せられた、万里小路建房（までのこうじたけふさ、1780-1846）の歌「月
のこるひかりをそへてさくはなにあけ行庭もかほる朝かせ」は、明け方に見る桜の清々しさを鮮やかに
表現しているようにみえます。

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2552372/17
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2552372/17
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2536945/49
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さ
て
本
資
料
に
収
め
ら
れ
て
い
る
桜
は
、地
主
桜
・

山
桜
・
常
磐
桜
・
筑
波
根
桜
・
明
仄
桜
・
小
桜
・
路

頭
桜
・
浅
黄
桜
・
垂
枝
桜
・
八
重
単
桜
・
有
明
桜
・

暁
桜
の
12
種
で
す
が
、
中
で
も
珍
し
い
の
が
「
路
頭

桜
」
で
す
。
花
隠
は
桜
品
種
の
解
説
書
『
美
屋
古
の

春
』（
囲
み
記
事
参
照
）
に
お
い
て
、
こ
の
桜
は
洛

西
梅
ノ
宮

（
１
１
）に
あ
り
、「
伊
勢
桜
」
の
一
重
の
も
の
で

あ
る
と
し
て
い
ま
す
が
、
花
隠
以
外
に
よ
る
桜
図
譜

に
お
い
て
は
、
品
種
と
し
て
ほ
と
ん
ど
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
な
い
の
で
す
。

　

わ
ず
か
に
確
認
で
き
る
の
は
、「
長
者
ヶ
丸
白
桜

亭
」
関
係
の
資
料
に
お
け
る
記
述
で
す
。
幕
臣
の
久

保
勝
章
（
１
７
８
７
‐
１
８
６
１
）
は
諸
国
か
ら

珍
し
い
桜
の
品
種
を
集
め
、
青
山
長
者
ヶ
丸
の
自

邸
に
植
え
て
い
ま
し
た
。
本
草
画
家
の
坂
本
浩こ

う
ね
ん然

（
１
８
０
１
‐
１
８
５
３
）
に
よ
る
『
浩
雪
桜
譜
（
長

者
丸
桜
譜
）』
に
は
路
頭
桜
の
図
が
収
録
さ
れ
て
お

り（
１
２
）、
同
じ
く
浩
然
作
製
の
『
群
桜
花
譜
』
で
も
路
頭

桜
の
図
が
確
認
で
き
ま
す
（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）。
こ

の
ほ
か
伊
藤
篤と

く
た
ろ
う

太
郎
（
１
８
６
５
‐
１
９
４
１
）
の

手
稿
『
桜
譜
』
に
、
わ
ず
か
に
品
種
名
の
み
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
が

（
１
３
）、
今
回
調
査
し
た

限
り
、
こ
の
ほ
か
の
資
料
の
中
に
「
路
頭
桜
」
の
詳

細
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

久
保
勝
章
の
没
後
、
青
山
長
者
ヶ
丸
の
桜
は
駒
場

御
薬
園
に
移
植
さ
れ

（
１
４
）、
そ
の
御
薬
園
も
明
治
維
新
後

に
廃
止
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
花
隠
の
画
帖
や
解
説
に

花隠は桜の品種や名木に関する解説も行っています。当館所蔵の『美屋古の春』は
花隠自筆と思われる桜品解説で、花洛14ヶ所の名花を取り上げています。
解説文の内容は、国学者の屋代弘賢（やしろひろかた、1758-1841）が編纂した百科
事典『古今要覧稿』に引用されている『六々桜種類』という資料の記述とほぼ一致し
ます。
本資料には旧蔵者である水茎磐樟（みずくきばんしょう、1855-1907）の識語があ
り10、本書について「さくら戸の翁」に問うつもりだと記されています。「さくら戸の
翁」とは、医師で国学者かつ桜画にも巧みな、桜戸玉緒（1828-1896）と思われます。

『美屋古の春』は都立中央図書館加賀文庫にも写本の所蔵があります（請求記号 加
03978）が、その表紙に描かれている桜は玉緒の描くものに似ており、磐樟と玉緒が
作成した写しである可能性もあります。

『美屋古の春』広瀬花隠 著　写<請求記号 212-326>
（右から時計回りに）表紙、本文、跋文と署名。

『美
み や こ

屋古の春』
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1 本名を自勝。睡足園の号もあり。狩野派
を学んだのち、三熊思孝の弟子となった。
2 花隠は師に倣い、数ある桜品種や名木の
中から36 種を選んで繰り返し描いている。

『甲子夜話』所載のものは、元日桜・小桜・
手枕桜・枝垂桜・山桜・艶桜・三芳野桜・
衣笠桜・虎尾桜・芝山桜・香桜・御園桜・
路頭桜・廊間桜・曙桜・八重単桜・地主桜・
夕栄・妻紅桜・樺桜・塩竈桜・玉緒桜・筑
波根桜・伊勢桜・八重桜・暁桜・漣桜・入
相桜・玉桜・法輪寺桜・小緑桜・浅黄桜・
普賢象桜・薄墨桜・有明桜・常磐桜である
が、取り上げる桜の種類が多少異なる場合
もある。
3 本文に「北村師」とあり、江戸幕府の歌
学方、北村季文（1778-1850）と思われる。
4 巻之七十一。「さくらさくころはそらさへ
心してかぜしづかなる花の夕栄」という歌
を揮毫している。
5 続篇巻之十二。花隠の『六々桜品』（白鹿
記念酒造博物館蔵。今橋理子 著『桜狂の
譜　江戸の桜画世界』に図版あり）には、
花隠の筆でこれらの歌が添えられている。
6 続篇巻之八十四。
7 国立歴史民俗博物館が提供する「シーボ
ルト父子関係資料データベース」（https://
w w w. r e k i h a k u . a c . j p /u p - cg i / l o g i n .
pl?p=param/pfvs/db_param　2022.1.31
最終アクセス）では、ミュンヘン五大陸博
物館（Museum Fünf Kontinente）が所蔵
する、諸家の揮毫が添えられた花隠色紙（資
料名『桜花帖』）の画像を見ることができる。

8 歌の表記は『都名所図会』拾遺巻之一 
掲 載 の も の に よる。https://dl.ndl.go.jp/
info:ndljp/pid/2555338/13
9 前掲、注5参照。
10 識語（書物の余白に来歴等を記すもの）
では本書を薩摩人有川花隠の作としていま
すが、墨梅図を得意とした画家、有川梅隠

（ありかわばいいん、1771-1852）との混同
と思われます。
11 梅宮大社。秋里籬島（あきさとりとう、
生没年不詳）『都名所図会』巻之四に「四
条の西梅津里にあり」として境内図を載
せ る。https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/2555346/34
12 『桜に関する図書解題略 増補』［三好学］

［ 編 ］［ 三 好 学 ］［ 大 正 9］https://dl.ndl.
go.jp/info:ndljp/pid/1911170
13 h t t p s : //d l . n d l . g o . j p / i n f o : n d l j p /
pid/2558154/8
14 『 東 京 市史稿 遊 園 篇 第 3』 東 京 市 編
集・発行　1929　https://dl.ndl.go.jp/info: 
ndljp/pid/1915739

○参考文献
三 好 学 著『 桜 』 冨 山 房　 昭13　https://
dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1239318
山田孝雄 著『桜史』桜書房　1941　https://
dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871222
今橋理子 著『桜狂の譜　江戸の桜画世界』
青幻舎　2019<請求記号 KC195-M3>
今橋理子 著『江戸絵画と文学　＜描写＞と
＜ことば＞の江戸文化史』東京大学出版会　
1999<請求記号 KC126-G11>
有 岡 利 幸 著『 桜 1』 法 政 大 学 出 版 局　
2007<請求記号 RB197-H51>

よ
れ
ば
、「
路
頭
桜
」
は
大
輪
爪
紅
の
美
し
い
花
で

あ
る
様
子
。
梅
宮
大
社
に
は
今
で
も
残
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
、
い
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
嬉
し

く
思
い
ま
す
。

　

本
記
事
で
は
ほ
か
に
も
、
本
書
に
収
載
の
桜
の
中

か
ら
、
心
惹
か
れ
た
図
版
を
選
ん
で
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
２
０
０
年
以
前
の
京
師
に
咲
い
た
花
を
、
誌
上

で
し
ば
し
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

路頭桜。

（参考）坂本浩然『群桜花譜』<請求記号 
W392-1>中の路頭桜。

大
輪
に
し
て
花
陵
紅
莟
紅
な
り　

伊
勢
桜
の
ひ
と
へ
の
も
の
に
し
て

ま
た
殊
に
あ
て
や
か
な
る
こ
と
一
倍
な
り

往
通
ふ
こ

ろゝ
や
花
に
み
ち
と
せ
の　

さ
く
ら
の
か
け
は
過
う
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
『
美
屋
古
の
春
』

https://www.rekihaku.ac.jp/up-cgi/login.pl?p=param/pfvs/db_param
https://www.rekihaku.ac.jp/up-cgi/login.pl?p=param/pfvs/db_param
https://www.rekihaku.ac.jp/up-cgi/login.pl?p=param/pfvs/db_param
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2555338/13
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2555338/13
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2555346/34
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2555346/34
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1911170
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1911170
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2558154/8
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2558154/8
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1915739
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1915739
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1239318
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1239318
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871222
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/1871222
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保存・修復の道具
④ 調べる

　国立国会図書館では、所蔵する資料の永続的利用を保証するために、デジタル化などの媒体変換、
防災、保存環境の整備、修復といった様 な々保存活動を行っています。
　その活動で大きな役割を担うのが、収集書誌部資料保存課です。資料保存担当の専門職員が、専
門的な判断と技術を必要とする補修・修復を資料の特性や状態に応じて行っています。また、書庫の環
境管理や虫菌害対策などの業務にも当たっています。
　資料保存課で保存・修復のために使用する「道具」にフォーカスをあてたシリーズも、ついに最終回。
ほんの一部ではありますが、文化的資産を残していく活動の様子を垣間見ていただければと思います。

本をまもる
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資
料
を
長
期
に
わ
た
っ
て
利
用
す

る
た
め
に
は
、
保
管
環
境
を
適
切
な

温
湿
度
に
維
持
し
、
資
料
の
劣
化
や

損
傷
を
防
ぐ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
通

常
の
紙
資
料
で
す
と
、
温
度
22
℃
程

度
、
相
対
湿
度
55
％
程
度
が
理
想
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

温
湿
度
ロ
ガ
ー
は
、
温
度
と
湿
度

を
一
定
時
間
ご
と
に
測
定
し
、
記
録

す
る
た
め
の
機
器
で
す
。
資
料
を
保

管
し
て
い
る
場
所
周
辺
の
温
湿
度
を

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
、
資
料
保
存
に

適
し
た
環
境
が
維
持
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
確
認
し
た
い
時
に
使
用
し

ま
す
。
他
に
、
温
度
管
理
が
必
要
な

作
業
（
殺
虫
処
理
等
）
を
行
う
場
合

に
も
使
用
し
ま
す
。

書庫の温湿度調査

書庫の温湿度を測定するため、一
定期間設置しておきます。

データが表示されるタイプを使
うと、そのときの温湿度をその
場で確認することができます。

PCにつないでデータを取り出します。

その期間の温湿度の変化をグラフで
見ることができます。

温
湿
度

ロ
ガ
ー

温
度
・
湿
度
を
調
べ
る
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資
料
に
と
っ
て
有
害
な
虫
（
文
化

財
害
虫
）
が
捕
獲
さ
れ
た
場
合
に
は
、

環
境
改
善
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん※

。
そ
の
た
め
、
こ
の
実
体
顕
微

鏡
で
、
肉
眼
で
は
分
か
ら
な
い
小
さ

な
虫
や
そ
の
痕
跡
を
確
認
し
ま
す
。

　

ま
た
、
資
料
表
面
の
汚
れ
な
ど
の

付
着
物
や
、
絵
具
な
ど
の
劣
化
具
合

を
観
察
す
る
の
に
も
使
用
し
ま
す
。

実
体

顕
微
鏡

トラップ調査

書庫や展示室等に一定期間トラップを設置して、捕獲さ
れた虫の種類や数のモニタリングを行います。

まずは目視で確認します。

気になるものがあったら実体顕微鏡で確
認します。

トラップです。資料がある場所に、一般的に市販されて
いるような虫を寄せ付けるにおいやエサがある誘引型のト
ラップを使うと、害虫を引き寄せてしまう恐れがあり、正
確なモニタリングができなくなります。そのため、粘着面
のみでできた非誘引型のトラップを選択しています。

※文化財害虫等については、東京文化財研究所の「生物被害対策ポスター」が参考になります。
https://www.tobunken.go.jp/japanese/publication/pestdamages/kabi201803.pdf

虫
・
カ
ビ
を
調
べ
る

https://www.tobunken.go.jp/japanese/publication/pestdamages/kabi201803.pdf
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ATP 拭取り検査

　

Ａ
Ｔ
Ｐ
（
ア
デ
ノ
シ
ン
三
リ
ン
酸
。

生
物
由
来
の
成
分
）
の
量
を
短
時
間

で
数
値
化
で
き
る
機
器
で
す
。
資
料

や
書
架
を
拭
き
取
っ
た
汚
れ
に
含
ま

れ
る
Ａ
Ｔ
Ｐ
量
を
数
値
化
す
る
こ
と

で
、
生
物
由
来
の
汚
れ
で
あ
る
か
ど

う
か
を
判
定
し
、
カ
ビ
が
活
性
か
ど

う
か
を
判
断
し
て
い
ま
す
。
カ
ビ
は

資
料
の
大
敵
な
の
で
、
Ａ
Ｔ
Ｐ
量
が

多
く
活
性
の
カ
ビ
と
判
断
さ
れ
た
汚

れ
に
対
し
て
は
、
カ
ビ
を
除
去
し
、

死
滅
さ
せ
る
た
め
の
処
理
（
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
、殺
菌
燻
蒸
等
）を
行
い
ま
す
。

資料や書架に汚れを発見した時は、まず目視でカビかど
うかを確認します。ATPはカビ以外の生物でも検出され
ますが、カビの疑いが強い場合、活性のカビかどうかを
なるべく早く判断する必要があるため、ATP 拭取り検査
を実施しています。

綿棒に付いた汚れを試薬と反応させ
るため、素早く振ります。

すぐに本体にセットします。

綿棒の先で、汚れが
気になる部分をぬぐい
ます。

15秒後に数値が出ます。得られた数値と資料
の状態の両方を考慮した上で、カビ対策の必
要性を検討します。

Ａ
Ｔ
Ｐ

検
査
機
器
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酸
に
反
応
す
る
指
示
薬
で
、
主
に

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
劣
化
状
態
を

確
認
す
る
た
め
に
使
用
し
ま
す
。

　

Ａ

－

Ｄ
ス
ト
リ
ッ
プ
ス
の
〝
Ａ

－

Ｄ
〟
は
、〝acid

（
酸
）-detecting

（
検

出
）〟の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
す
。

こ
の
指
示
薬
は
酸
に
反
応
し
て
青
か

ら
黄
色
に
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

　

Ｔ
Ａ
Ｃ
（
セ
ル
ロ
ー
ス
エ
ス
テ
ル
）

ベ
ー
ス
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
は
、

加
水
分
解
し
て
酢
酸
を
発
生
し
、
劣

化
が
急
激
に
進
ん
で
し
ま
う
こ
と
が

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す※

。
そ

の
た
め
、
こ
の
指
示
薬
を
使
用
し
、

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
の
劣
化
の
度
合

い
を
把
握
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

酸
性
劣
化
が
進
ん
だ
フ
ィ
ル
ム
か

ら
発
生
す
る
酢
酸
は
、
他
の
資
料
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
隔
離
等
の

対
策
を
実
施
し
ま
す
。
フ
ィ
ル
ム
自

体
を
修
復
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

は
、
媒
体
変
換
等
に
よ
る
情
報
の
保

存
を
検
討
し
ま
す
。

96 時間後、色見本と照合して確認します。酸性度が
高い場合、より黄色に近い色に変化します。

青い紙片をマイクロフィルムに接するように
差し込みます。

マイクロフィルムの酸性度調査

Ａ-
Ｄ

ス
ト
リ
ッ
プ
ス

空
気
・
光
を
調
べ
る

※国立国会図書館ホームページ「マイクロ資料への対策」もご覧ください。
https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/collectioncare/care_micro.html

A-Dストリップス（青い紙片）の色の
変化をインジケータ鉛筆（色見本）と
比較して劣化状態を判断します。

https://www.ndl.go.jp/jp/preservation/collectioncare/care_micro.html
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当
館
で
は
、
展
示
ケ
ー
ス
等
の
密

閉
空
間
の
内
部
に
設
置
し
て
、
資
料

に
影
響
す
る
よ
う
な
ガ
ス
が
ど
の
く

ら
い
存
在
し
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

設
置
し
て
か
ら
４
日
又
は
７
日
後

の
色
の
変
化
を
確
認
す
る
こ
と
で
、

密
閉
空
間
内
に
お
け
る
ア
ン
モ
ニ
ア

や
有
機
酸
の
お
お
よ
そ
の
濃
度
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
濃
度
が

高
い
場
合
、
有
機
酸
用
は
青
か
ら
緑

に
、
ア
ン
モ
ニ
ア
用
は
ピ
ン
ク
か
ら

黄
色
に
変
化
し
ま
す
。

　

各
ガ
ス
濃
度
が
高
め
で
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
場
合
は
、
展
示
ケ
ー
ス

の
枯
ら
し
作
業
（
ケ
ー
ス
内
部
の
ガ

ス
を
放
散
さ
せ
る
た
め
に
、
強
い
風

を
ケ
ー
ス
内
部
に
送
り
強
制
的
に

ケ
ー
ス
内
の
空
気
を
入
れ
替
え
る
、

長
期
間
ケ
ー
ス
を
開
放
す
る
な
ど
）

を
行
い
、
環
境
改
善
を
図
り
ま
す
。

　

光
の
明
る
さ
の
う
ち
、
照
度
を
測

定
す
る
た
め
の
機
器
で
す
。

　

展
示
の
際
は
、
鑑
賞
し
や
す
い
よ

う
に
、
あ
る
程
度
の
明
る
さ
が
必
要

で
す
。
一
方
で
、
資
料
は
光
に
よ
っ

て
退
色
等
の
劣
化
が
進
ん
で
し
ま
う

た
め
、
資
料
に
当
て
る
光
の
明
る
さ

や
、
光
を
当
て
て
い
る
時
間
を
管
理

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

資
料
の
種
類
ご
と
の
推
奨
値
の
範

囲
を
超
え
な
い
よ
う
に
、
展
示
資
料

と
同
じ
位
置
で
照
度
を
測
定
し
、
光

の
明
る
さ
を
確
認
し
た
り
、
照
明
を

調
節
し
た
り
す
る
た
め
に
使
用
し
ま

す
。

パッ
シ
ブ

イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
ー

照
度
計

測定部分がコードの先についているタイプもありま
す。

（左）有機酸用（右）アンモニア用

白い半球で光を感知し、モニターに数
値が表示されます。

※ここにあげた道具とその使い方はほんの一例です。

展示ケース内に、このように立てて
設置します。

展
示
の
道
具



　

か
つ
て
、
多
く
の
日
本
人
が
、
よ
り
豊
か
な

生
活
を
求
め
、
移
民
と
し
て
海
外
へ
渡
り
ま
し

た
。
代
表
的
な
渡
航
先
の
一
つ
が
、
南
米
の
ブ

ラ
ジ
ル
で
す
。
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
玄
関
口
、
サ

ン
ト
ス
港
が
あ
る
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
の
鉄
道
沿
線

な
ど
に
、
日
本
人
が
集
ま
っ
て
暮
ら
す
移
住
地

が
続
々
と
形
成
さ
れ
、
日
本
人
移
民
が
家
族
単

位
で
入
植
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
渡
っ
た
彼
ら
は
、
そ
の
後
ど
の

よ
う
に
生
活
の
基
盤
を
築
き
、
日
々
の
暮
ら
し

を
営
ん
だ
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
知
る
手
が

か
り
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、
今
回
ご
紹
介
す

る
『
在
伯
日
本
移
民
歴
史
調
査
記
録
』<

請
求

記
号 
Ｖ
Ｅ
５
１
１
‐
１>

で
す
。

　
『
在
伯
日
本
移
民
歴
史
調
査
記
録
』
は
、
栗

原
自
然
科
学
研
究
所
が
、
昭
和
13
（
１
９
３
８
）

年
か
ら
昭
和
15
（
１
９
４
０
）
年
に
か
け
て
行
っ

た
、
日
本
人
移
民
を
対
象
と
し
た
調
査
の
記
録

で
す
。
同
研
究
所
の
調
査
員
が
、
サ
ン
パ
ウ
ロ

州
内
に
点
在
す
る
日
本
人
移
住
地
を
回
り
、
移

民
家
族
の
調
査
記
録
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、

家
族
写
真
な
ど
の
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

調
査
記
録
と
写
真
は
、
移
住
地
ご
と
に
整
理

さ
れ
、
調
査
表
（
13
冊
）
と
写
真
帖
（
13
冊
）

に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
館
で
は
、
昭
和
59

（
１
９
８
４
）
年
度
に
日
本
の
書
店
を
通
じ
て『
在

伯
日
本
移
民
歴
史
調
査
記
録
』
の
原
資
料
を
購

入
し
、
調
査
表
と
写
真
帖
を
憲
政
資
料
室
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

『在伯日本移民歴史調査記録』
―ガラス乾板のデジタル化

　20 世紀初頭の日本人の主な移民先は、ハワイや北米
が中心であったが、日本人を排斥する動きが強まり、日
本人の移民が大きく制限されたため、新たな移民先とし
てブラジルが注目された。　

　明治 41（1908）年、笠戸丸に乗船した 781 人から
始まったブラジル移民は、政府が渡航費を支援する「国
策移住」の開始とともに本格化し、1920 年代半ばから
1930 年代半ばにかけて、多い年で年間 2 万人を超える
日本人がブラジルに渡った。第二次世界大戦による中断
を経て戦後も続いたが、日本の高度経済成長とともに減
少し、昭和 48（1973）年 2 月の「にっぽん丸」を最
後に、移民船による集団移民は終わりを迎えた。ブラジ
ルに渡った日本人は、戦前だけで約 19 万人、戦後と合
わせて約 24 万人に上り、ブラジルは今日、約 200 万
人ともいわれる世界最大の日系社会を有する国となって
いる。

　国立国会図書館では日系移民関係資料を収集してお
り、平成 20（2008）年のブラジル移民 100 周年を機に、
電子展示会「ブラジル移民の 100 年」を公開した。

https://www.ndl.go.jp/brasil/

ブラジル移民

https://www.ndl.go.jp/brasil/


『
在
伯
日
本
移
民
歴
史
調
査
記
録
』
の

資
料
的
価
値

　
『
在
伯
日
本
移
民
歴
史
調
査
記
録
』
に
は
、

約
１
、２
０
０
世
帯
の
日
本
人
移
民
の
記
録
が

克
明
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
調
査
表
に
は
、
世

帯
ご
と
に
、
家
族
全
員
の
氏
名
、
年
齢
、
生
年

月
日
を
は
じ
め
、
本
籍
、
宗
教
、
ブ
ラ
ジ
ル
に

渡
っ
た
年
月
日
や
乗
船
し
た
船
の
名
前
、
日
本

及
び
ブ
ラ
ジ
ル
で
の
職
業
、
栽
培
し
て
い
る
農

作
物
、
最
初
の
配
耕
地
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
内
の
移

動
歴
、
土
地
や
家
畜
の
所
有
状
況
な
ど
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
人
移
民

の
家
族
構
成
や
生
活
水
準
は
も
と
よ
り
、
ブ
ラ

ジ
ル
到
着
後
の
転
住
歴
、
さ
ら
に
は
移
住
地
ご

と
の
特
色
（
栽
培
し
て
い
る
農
作
物
の
違
い
な

ど
）
も
わ
か
り
ま
す
。
戦
前
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
民

に
つ
い
て
、
同
時
代
に
こ
れ
ほ
ど
大
規
模
で
詳

細
な
調
査
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
例
は
、
他
に

見
当
た
り
ま
せ
ん
。
そ
の
資
料
的
価
値
を
さ
ら

に
高
め
て
い
る
の
が
、
写
真
帖
に
収
録
さ
れ
た

１
、５
０
０
枚
以
上
に
及
ぶ
豊
富
な
写
真
資
料

で
す
。

　

写
真
資
料
の
中
で
最
も
多
い
の
は
、
移
民
家

族
を
世
帯
ご
と
に
撮
影
し
た
家
族
写
真
で
す
。

家
族
写
真
と
い
っ
て
も
単
な
る
記
念
写
真
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
身
に
着
け
て
い
る
も
の
、
手
に

し
て
い
る
も
の
、
背
景
や
周
囲
に
写
っ
て
い
る

も
の
全
て
が
、
移
民
の
暮
ら
し
を
知
る
た
め
の

貴
重
な
情
報
で
す
。

　

ま
た
、
家
族
写
真
を
調
査
表
の
内
容
と
照
ら

し
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
こ
で
生
き
て
い

た
人
々
の
歴
史
を
よ
り
生
き
生
き
と
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。彼
ら
の
子
孫
に
と
っ
て
も
、

自
ら
の
ル
ー
ツ
を
た
ど
る
絶
好
の
資
料
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
写
真
帖
に
は
、
家
を
建
て
る
様

子
、
農
作
物
の
収
穫
や
運
搬
、
豚
の
と
殺
、
日

本
人
移
民
が
営
む
商
店
や
薬
局
の
様
子
、
小
学

校
の
授
業
風
景
、
子
ど
も
た
ち
の
剣
道
の
試
合

や
遠
足
な
ど
、
移
民
の
日
常
を
映
し
出
し
た
写

真
が
数
多
く
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

写
真
を
通
じ
て
、
文
字
資
料
だ
け
で
は
捉
え
き

れ
な
い
、
ブ
ラ
ジ
ル
移
民
の
臨
場
感
あ
ふ
れ
る

生
活
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　昭和 6（1931）年 9 月、ブラジル移民の神屋信一により、
サンパウロ州のアリアンサ移住地で創設された。大正 15

（1926）年に農業移民としてブラジルに渡った神屋は、子
どもや青年が自由に研究できる研究所をつくりたいとの思
いから同研究所をつくり、農地開拓のかたわら、大窪文秀、
勝浦茂雄、橋本梧郎、酒井喜重らとともに、天体観測、気
象観測、動植物、考古学、人類学などの研究に取り組んだ。
同研究所が「栗原」の名を冠しているのは、神屋がブラジ
ル渡航前に滞在していた中国で世話になった外務省の栗原
正の恩に報いるため、名付けたことに由来する。

（左）神屋信一。（下）アリアンサ移住地に建
てられた研究所。塔部分は天文台。
神屋信一 著『百姓の書いたブラジル動物記』文
芸春秋新社　1957<請求記号 480.49-Ka295h>

『在伯日本移民歴史調査記録』写真帖の表紙。

栗原自然科学研究所
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ガ
ラ
ス
乾
板
の
デ
ジ
タ
ル
化

　

こ
れ
ら
の
写
真
の
撮
影
に
は
、
ガ
ラ
ス
乾
板

が
用
い
ら
れ
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
乾
板
と
は
、
写

真
フ
ィ
ル
ム
が
普
及
す
る
以
前
に
用
い
ら
れ
て

い
た
感
光
材
料
で
す
。
当
館
が
購
入
し
た
『
在

伯
日
本
移
民
歴
史
調
査
記
録
』
に
は
、
調
査
表

と
写
真
帖
の
ほ
か
に
、
写
真
帖
の
写
真
の
元
に

な
っ
た
１
、５
０
０
枚
以
上
の
ガ
ラ
ス
乾
板
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ガ
ラ
ス
乾
板
は
、
解
像
度
が
高
く
画
質
に
優
れ

て
い
ま
す
が
、
重
く
て
か
さ
ば
り
や
す
く
、
割
れ

や
す
い
と
い
う
欠
点
が
あ
っ
た
た
め
、
や
が
て
写

真
フ
ィ
ル
ム
に
活
躍
の
場
を
奪
わ
れ
て
い
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
近
年
、
過
去
に
蓄
積
さ
れ
た
ガ

ラ
ス
乾
板
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
、
歴
史
資
料
と
し
て

活
用
す
る
動
き
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

当
館
に
お
い
て
も
、
未
整
理
の
ま
ま
と
な
っ

て
い
た
『
在
伯
日
本
移
民
歴
史
調
査
記
録
』
の

ガ
ラ
ス
乾
板
を
広
く
利
用
に
供
す
る
た
め
、
令

和
２
（
２
０
２
０
）
年
度
に
デ
ジ
タ
ル
化
を
行
い

ま
し
た
。
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
末
に
、
国

立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
公

開
し
、
憲
政
資
料
室
だ
け
で
な
く
、
東
京
本
館
、

関
西
館
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
ど
の
利
用
者

端
末
か
ら
で
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
館
に
お
い
て
ガ
ラ
ス
乾
板
か
ら
の
デ
ジ
タ

ル
化
を
行
っ
た
の
は
、
こ
の
『
在
伯
日
本
移
民

歴
史
調
査
記
録
』
が
初
め
て
で
す
。
手
探
り
の

状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
た
め
、
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
な
ど
他
機
関
の
先
行
事
例
に
学

ん
だ
り
、
専
門
家
の
方
か
ら
助
言
を
受
け
た
り

し
な
が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
の
作
製
方
法
や
、

デ
ジ
タ
ル
化
後
の
ガ
ラ
ス
乾
板
の
保
存
方
法
な

ど
に
つ
い
て
仕
様
を
固
め
て
い
き
ま
し
た
。
通

常
の
紙
の
資
料
か
ら
の
デ
ジ
タ
ル
化
よ
り
も
高

い
解
像
度
が
必
要
で
あ
っ
た
り
、
紙
の
資
料
の

よ
う
に
上
下
に
重
ね
て
保
存
で
き
な
い
た
め
縦

置
き
の
保
存
箱
を
用
意
し
た
り
と
、
ガ
ラ
ス
乾

板
な
ら
で
は
の
難
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ガ
ラ
ス
乾
板
の
中
に
は
、
ガ
ラ
ス
が

破
損
し
て
い
た
り
、
乳
剤
が
剥
離
し
て
元
の
画

像
が
一
部
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
が
含
ま
れ

て
い
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
ガ
ラ
ス
乾
板
に
つ
い

て
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
る
前
に
、
ガ
ラ
ス
乾

板
と
同
じ
サ
イ
ズ
の
透
明
な
ガ
ラ
ス
を
貼
り
合

わ
せ
る
保
護
措
置
を
講
じ
ま
し
た
。

　

ガ
ラ
ス
乾
板
の
デ
ジ
タ
ル
画
像
は
、
グ
レ
ー

ス
ケ
ー
ル
画
像
で
は
な
く
、
カ
ラ
ー
画
像
で
作

製
し
て
い
ま
す
。
単
に
ガ
ラ
ス
乾
板
に
写
っ
て

い
る
画
像
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
だ
け
で
あ
れ

ば
、
カ
ラ
ー
画
像
よ
り
デ
ー
タ
量
が
少
な
く
て

す
む
グ
レ
ー
ス
ケ
ー
ル
画
像
で
も
よ
か
っ
た
の

で
す
が
、
カ
ラ
ー
画
像
の
方
が
、
セ
ピ
ア
色
の

画
像
を
再
現
で
き
た
り
、
ガ
ラ
ス
乾
板
の
劣
化

状
況
を
含
め
、
よ
り
多
く
の
情
報
を
記
録
で
き

る
た
め
で
す
。

感光乳剤を透明なガラスの支持体に塗布した感光材料。
写真乾板ともいう。19 世紀後半に発明されて以降、後に
写真フィルムが普及するまで半世紀以上にわたり広く用
いられた。原理は写真フィルムと同じであり、支持体を
ガラスからフィルムに変えたものが写真フィルムである。

ガラス乾板



○参考文献
花木宏直 著「第二次世界大戦前のサンパウロ州ジュキ
ア線における沖縄系移民の集住地域形成　1938 ～ 40
年調査「在伯日本移民歴史調査表」を活用して」『移民
研究』16 号　2019.11< 請求記号 Z71-N979>
石川友紀「大型コレクション『移民資料伯剌西爾（ブラ
ジル）行移民名簿』などについて」『びぶりお　琉球大
学附属図書館報』20 巻 3 号　1987.9< 請求記号 Z21-
358>
丸山浩明 編著『ブラジル日本移民　百年の軌跡』明石
書店　2010< 請求記号 DC812-J243>
神屋信一「南米ブラジルよりの快信」『天界』13 巻
143 号　1933.2　pp.116-120< 請求記号 Z15-34>

「在伯日本移民歴史調査」『Natura　自然』1 巻 1 号　
1940　pp.112-113< 請求記号 VE601-3>
久留島典子、高橋則英、山家浩樹 編『文化財として
のガラス乾板　写真が紡ぎなおす歴史像』勉誠出版　
2017< 請求記号 UL577-L14>

　

今
回
の
ガ
ラ
ス
乾
板
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
、

写
真
帖
の
小
さ
な
紙
焼
き
写
真
で
は
確
認
が
難
し

か
っ
た
文
字
や
被
写
体
を
、
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
拡

大
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
新
た
な
「
発
見
」
に

つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

当
館
で
は
、
ガ
ラ
ス
乾
板
以
外
の
調
査
表
と
写

真
帖
に
つ
い
て
も
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
公
開
の
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
化
を
き
っ
か
け
と

し
て
、
今
後
、『
在
伯
日
本
移
民
歴
史
調
査
記
録
』

が
、
よ
り
多
く
の
人
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

（
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部 

政
治
史
料
課　

藤
原
夏
人
）

ガラス乾板の保存

（右）ガラス乾板は 1 枚 1 枚縦置きにして保
存箱におさめています。書庫で保管してい
ます。

（左）『在伯日本移民歴史調査記録』のガラ
ス乾板の保存箱は全部で 34 箱です。

（右）ひび割れてしまったガラス乾板。
（右下）ガラスの破片を復元し、上下
から透明なガラスを重ねて保護しま
す。

（上下）乳剤が剥離したガラス乾板。剥離は湿気な
どによって起こると考えられ、波打ったような剥離
は残念ながら復元できません。
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電
子
情
報
企
画
課
課
長
補
佐
と
し
て
ど
ん

な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

シ
ス
テ
ム
含
め
た
デ
ジ
タ
ル
関
連
事
業
の

全
体
の
総
括
、
み
た
い
な
言
い
方
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
部
の
総
括
を
す
る
課
長
補

佐
と
し
て
、
計
画（

１
）を

取
り
ま
と
め
た
り
、

予
算
の
要
求
や
執
行
と
い
っ
た
お
金
ま
わ

り
の
差
配
な
ど
、
館
の
政
策
に
応
じ
て
部

門
全
体
が
う
ま
く
回
る
よ
う
に
す
る
の
が

仕
事
で
す
。
そ
れ
と
は
別
に
、
今
特
に
注

力
し
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
令
和
２
年
度

と
３
年
度
の
補
正
予
算
が
つ
い
た
資
料
デ

ジ
タ
ル
化（

２
）の

推
進
と
、
令
和
３
年
６
月
に

公
布
さ
れ
た
改
正
著
作
権
法
へ
の
対
応
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

今
大
き
く
動
い
て
い
る
デ
ジ
タ
ル
化
と
、

「
個
人
送
信（

３
）」

で
す
ね
。

今
っ
て
10
年
ぶ
り
く
ら
い
に
、
コ
ン
テ
ン

ツ
作
成
、
つ
ま
り
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

補
正
予
算
で
ど
ん
ど
ん
進
め
よ
う
と
い
う

動
き
と
、
著
作
権
法
改
正
な
ど
の
制
度
改

正
に
よ
っ
て
そ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
広
く

使
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
動
き
が
、
同
時

に
起
き
て
い
る
ん
で
す
。
文
化
庁
と
協
力

し
な
が
ら
、
た
く
さ
ん
の
関
係
者
と
話
を

し
て
合
意
事
項
を
取
り
ま
と
め
て
、
よ
う

や
く
「
個
人
送
信
」
と
い
う
形
で
サ
ー
ビ

ス
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
括
補
佐
に
な
っ
て
４
年
目
で
す
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
仕
事
が
激
変
し
た
感
じ
で
す
。

コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
な
ん
で
す

か
？

そ
れ
は
も
う
。
コ
ロ
ナ
が
あ
っ
た
か
ら
、

も
っ
と
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
な
き
ゃ
ダ
メ

だ
、
著
作
権
法
の
方
も
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
ダ

メ
だ
と
、
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
補
正
予
算
に
当
館
の
資
料
デ

ジ
タ
ル
化
の
経
費
も
計
上
さ
れ
ま
し
た

し
、
著
作
権
法
の
改
正
も
、
国
会
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
て
、
文
化
庁
の
検
討
も
急

ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
、
僕
ら
の
想
定
以
上
に

一
気
に
動
い
た
感
じ
で
す
。

改
正
法
の
施
行
ま
で
の
１
年
と
い
う
短
い

時
間
の
中
で
、
ど
う
い
う
組
立
に
す
る
の

か
、
ど
う
い
う
組
立
な
ら
可
能
な
の
か
も

考
え
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
今
回
の
個
人

送
信
で
は
既
存
の
登
録
利
用
者
制
度
を
拡

張
す
る
形
に
し
た
け
ど
、
そ
れ
も
決
ま
っ

て
い
た
わ
け
で
は
な
く
て
、
専
用
の
登
録

制
度
を
作
る
と
か
い
ろ
ん
な
形
が
考
え
ら

れ
る
け
ど
、
コ
ス
ト
や
納
期
を
考
え
る
と

こ
の
制
度
を
使
う
の
が
合
理
的
、
と
い
う

判
断
の
結
果
で
す
。

シ
ス
テ
ム
改
修
も
、
シ
ス
テ
ム
的
に
も
筋

が
良
く
て
、
コ
ス
ト
を
抑
え
ら
れ
て
、
そ

し
て
事
務
も
簡
便
に
な
る
方
法
は
何
か
、

そ
れ
を
実
装
す
る
た
め
に
は
い
つ
ま
で
に

関
係
者
と
の
協
議
を
終
え
て
い
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
か
、
ど
う
い
う
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
で
ど
う
動
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

福林 靖博　電子情報部　電子情報企画課課長補佐

平成14（2002）年4月　資料提供部　図書課　貸出係
平成16（2004）年4月　主題情報部　参考企画課　情報サービス係（平成20
年4月に情報サービス第一係長に）
平成21（2009）年4月　総務部　情報システム課　システム第二係長
平成24（2012）年4月　総務部　会計課　予算係（平成25年4月に予算係長に）
平成27（2015）年4月　調査及び立法考査局　連携協力室　調査情報企画係長
（平成27（2015）年7月に連携協力室課長補佐に）
平成30（2018）年4月　電子情報部　電子情報企画課課長補佐

国
立
国
会
図
書
館
で
働
い
て
ま
す

no.7

Season2

図書館がなくなっても資料がなくなるわけじゃない。僕らが遺さなければいけないのは資料

（1）「第五期国立国会図書館科学技術情報整備基本計画」。（2）補正予算として、令和2年度45億円、令和3年度に37億円がそれぞ
れ措置された。（3）絶版等により入手困難となっている資料を、図書館等に加えて個人にまで送信する。⇒26ページNDL Topics参
照

※令和3年12月27日インタビュー実施
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の
か
、
予
算
は
ど
う
確
保
す
る
の
か
、
全

部
考
え
て
段
取
り
を
組
む
。
も
ち
ろ
ん
、

総
務
部
門
、
利
用
者
部
門
、
シ
ス
テ
ム
部

門
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
職
員
と
協
力
し
な

が
ら
。

制
度
設
計
の
根
幹
で
す
ね
。
め
ち
ゃ
め

ち
ゃ
忙
し
か
っ
た
の
で
は
？ 

コ
ロ
ナ
禍
が
は
じ
ま
っ
て
か
ら
目
ま
ぐ
る

し
か
っ
た
で
す
ね
。
あ
ら
ゆ
る
フ
ェ
ー
ズ

の
案
件
が
飛
び
込
ん
で
く
る
の
で
複
雑
で

し
た
。
本
当
に
降
っ
て
湧
い
た
よ
う
な
感

じ
で
、２
年（
総
括
補
佐
を
）や
っ
て
、ル
ー

テ
ィ
ン
は
粛
々
と
さ
ば
け
る
よ
う
に
な
っ

て
た
か
ら
対
応
で
き
た
っ
て
い
う
の
は
あ

り
ま
す
。

個
人
送
信
も
い
よ
い
よ
運
用
開
始
で
す

ね
。
感
慨
深
い
で
す
か
？

５
月
19
日
か
ら
で
す
ね
。
た
だ
、
登
録
業

務
の
準
備
と
か
、
シ
ス
テ
ム
の
改
修
は
ま

だ
続
い
て
い
る
の
で
、
気
は
抜
け
な
い
で

す
ね
。
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
担
当
が
い
る
か

ら
、
僕
と
し
て
は
「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
み
た
い
な
感
じ
で
は
あ
り
ま
す
。

◆　
◆　
◆

会
計
課
予
算
係
長
時
代
は
い
か
が
で
し
た

か
？

財
務
省
や
国
会
へ
の
説
明
と
か
は
主
に
上

司
が
す
る
ん
で
す
が
、
数
字
を
組
み
上
げ

て
説
明
資
料
を
整
え
る
の
は
係
長
の
仕
事

な
ん
で
す
。だ
か
ら
面
白
か
っ
た
で
す
よ
。

ち
ょ
う
ど
関
西
館
の
二
期
工
事
第
一
段
階（

４
）

の
予
算
を
確
保
す
る
時
だ
っ
た
し
。

え
ー
っ
と
、
予
算
の
面
白
さ
っ
て
な
ん
で

す
か
？ 

予
算
っ
て
一
つ
の
造
形
美
み
た
い
な
も
の

で
。

造
形
美
！ 

現
場
が
や
り
た
い
こ
と
、
館
と
し
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
外
か
ら
の
国

立
国
会
図
書
館
（
Ｎ
Ｄ
Ｌ
）
に
対
す
る
要

望
、
い
ろ
い
ろ
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

そ
れ
ら
を
全
部
ま
と
め
て
、
最
後
は
数
字

で
表
現
す
る
わ
け
で
す
よ
。
混
沌
と
し
た

カ
オ
ス
み
た
い
な
と
こ
ろ
か
ら
、
ピ
シ
ッ

と
し
た
数
字
と
説
明
を
組
み
上
げ
る
と
い

う
感
じ
で
す
。
し
か
も
、
金
額
を
枠
の
中

に
抑
え
な
き
ゃ
い
け
な
い(

笑)

。

全
て
の
リ
ク
エ
ス
ト
に
は
応
え
ら
れ
な
い

け
ど
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
こ
と
も
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
外
の

こ
と
も
分
か
っ
た
う
え
で
、
バ
ラ
ン
ス
を

見
な
が
ら
、
で
き
る
だ
け
み
ん
な
が
「
こ

れ
な
ら
い
い
か
」
っ
て
思
え
る
よ
う
な
も

の
を
作
る
。

な
る
ほ
ど
。
シ
ス
テ
ム
系
の
人
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
も
と
も
と
そ

う
だ
っ
た
ん
で
す
か
？

そ
れ
は
全
然
。
パ
ソ
コ
ン
を
ち
ゃ
ん
と
使

う
よ
う
に
な
っ
た
の
は
勤
め
は
じ
め
て
か

ら
。

そ
う
な
ん
で
す
か
！

シ
ス
テ
ム
に
初
め
て
携
わ
っ
た
の
は
、
入

館
し
た
時
の
図
書
課
で
、
電
子
図
書
館
基

盤
シ
ス
テ
ム（

５
）の

導
入
を
担
当
し
た
ん
で
す

よ
ね
。
そ
し
た
ら
「
シ
ス
テ
ム
系
の
人
」

認
定
さ
れ
ち
ゃ
っ
て
。

そ
の
あ
と
の
主
題
情
報
部
に
は
希
望
し
て

行
っ
た
ん
で
す
か
？

希
望
し
ま
し
た
。
係
長
に
中
途
採
用
で
Ｎ

Ｄ
Ｌ
に
来
た
人
が
い
た
の
で
、
仕
事
の
や

り
方
と
か
勉
強
に
な
る
か
な
っ
て
。当
時
、

「
仮
想
参
考
図
書
室
構
想
」
っ
て
い
う
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
あ
っ
て
、
既
存
の
テ
ー
マ

別
調
べ
方
案
内
や
主
題
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
見
直
そ
う
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い

た
ん
だ
け
ど
上
手
く
い
っ
て
な
く
て
。
そ

こ
で
、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
担
当
用
の
掲
示
板

を
最
初
に
作
っ
て
、
そ
の
蓄
積
か
ら
知
識

を
汲
み
上
げ
て
提
供
す
る
仕
組
み
を
作
れ

ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
構
想
を
ぶ

ち
上
げ
た
ん
で
す
よ
。

と
い
う
こ
と
は
、
リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ（

６
）も

福

林
さ
ん
が
作
っ
た
ん
で
す
か
？

は
い
。
当
時
の
上
司
が
「
若
い
人
に
任
せ

よ
う
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
検
討
チ
ー
ム

を
作
っ
て
色
ん
な
人
に
助
け
て
も
ら
い
ま

し
た
。
た
だ
公
開
す
る
１
か
月
前
に
異
動

し
て
い
る
か
ら
、
最
後
ま
で
は
見
て
い
な

い
で
す
け
ど
、思
い
入
れ
が
あ
り
ま
す
ね
。

七
十
年
記
念
館
史
編
さ
ん
の
際
、
既
存
の

い
ろ
ん
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
一
気
に
リ

サ
ー
チ
・
ナ
ビ
に
入
っ
て
い
く
く
だ
り
を
、

ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
に
感
じ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
情
報
シ
ス
テ
ム
課
に
行
っ
て
、

新
し
い
基
盤
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
担
当
さ

れ
て
ま
す
ね
。

コロナ禍で、打合せの多くがオンラインになりました。

（4）令和2年2月に竣工した書庫棟の工事。（5）平成14年の関西館、国際子ども図書館全面開館にあわせ、既存のメインフレー
ムではなく、オープンシステムで個別のシステムを統合した業務システム。（6）調べものの窓口となるサイト。図書館資料、ウェ
ブサイト、各種データベース、関係機関情報を、特定のテーマ、資料群別に紹介する。平成21年5月から提供開始。
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ち
ょ
う
ど
電
子
図
書
館
基
盤
シ
ス
テ
ム
を

作
り
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
で
、

予
算
が
無
い
中
で
ど
う
す
る
か
議
論
に

な
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
放
り
込
ま
れ
ま
し

た
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
導
入
す
る
こ

と
だ
け
は
決
ま
っ
て
い
ま
し
た
け
ど
、
そ

れ
だ
け
で
。

混
沌
と
し
た
中
か
ら
い
か
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
立
ち
上
げ
る
か
。
仕
事
の
や
り
方
は

そ
こ
で
学
ん
だ
。
リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ
は
規

模
が
小
さ
か
っ
た
け
ど
、
こ
っ
ち
は
何
社

も
業
者
が
入
り
、
何
十
人
も
人
が
動
い

て
。
海
外
製
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
使
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
、
打
合
せ
が
全
部
英
語
の

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
ね
。
進
捗
報
告
会
議

に
は
当
時
の
長
尾
真
館
長
も
出
て
い
た

し
。
あ
れ
よ
り
怖
い
も
の
は
そ
の
後
、
な

い
で
す
ね(

笑)

。
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
こ
と
も
多
い
け
ど
、
キ
ャ
リ
ア
の
転
換

期
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
話
し
て
て
思
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
カ
オ

ス
な
状
態
の
中
で
ゴ
ー
ル
を
設
定
し
て
そ

れ
に
向
け
た
段
取
り
を
組
ん
で
物
事
を
進

め
て
い
く
こ
と
に
ア
ド
レ
ナ
リ
ン
が
出
る

タ
イ
プ
み
た
い
で
す
。

英
語
は
、
海
外
旅
行
に
た
く
さ
ん
行
っ
て

い
た
か
ら
難
な
く
対
応
で
き
ま
し
た
？ 

い
や
、
全
然
。
基
本
的
に
語
学
は
ち
ゃ
ん

と
勉
強
し
て
な
く
て
。
で
も
バ
ッ
ク
パ
ッ

カ
ー
を
や
っ
て
い
た
お
か
げ
か
、
英
語
は

大
し
た
こ
と
な
い
ん
だ
け
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
れ
て
る
ん
で
す
よ
、
た

ぶ
ん(

笑)

。

そ
れ
で
連
携
協
力
室
で
ベ
ト
ナ
ム
と
の
連

携
事
業
を
担
当
さ
れ
た
ん
で
す
か
ね
。

全
然
違
う
文
化
、
違
う
し
き
た
り
を
持
つ

と
こ
ろ
と
の
や
り
取
り
と
い
う
観
点
で

は
、旅
行
し
て
お
い
て
よ
か
っ
た
な
っ
て
。

◆　
◆　
◆

そ
も
そ
も
ど
う
し
て
Ｎ
Ｄ
Ｌ
に
就
職
し
よ

う
と
思
っ
た
ん
で
す
か
？

大
学
で
東
洋
史
を
専
攻
し
て
い
て
、
も
と

も
と
は
研
究
者
に
な
り
た
か
っ
た
ん
で
す

け
ど
、
僕
が
大
学
院
に
進
学
す
る
頃
に
、

大
学
院
生
を
大
量
に
と
る
よ
う
に
な
っ

て
、
こ
れ
は
将
来
、
あ
ぶ
れ
る
だ
ろ
う
な

と
。
お
金
も
な
か
っ
た
か
ら
、
高
校
の
先

生
に
で
も
な
ろ
う
か
な
と
い
う
感
じ
で
。

だ
か
ら
、
公
務
員
に
な
る
つ
も
り
も
な

か
っ
た
ん
で
す
よ
。そ
の
時
に
た
ま
た
ま
、

国
立
国
会
図
書
館
と
い
う
の
が
あ
る
ん
だ

よ
っ
て
、
親
戚
か
ら
聞
い
て
。

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
の
が
好
き
、
と
い
う

の
は
大
学
時
代
か
ら
？

い
や
い
や
、
全
然
。
で
も
、
よ
く
考
え
る

と
、
大
学
ま
で
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て
て
、

ず
っ
と
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
だ
っ
た
ん
で

す
。
ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
っ
て
、
自
分
は
あ

ま
り
動
か
な
い
ん
だ
け
ど
、
常
に
全
体
を

目
配
り
し
て
る
ん
で
す
。
そ
れ
に
慣
れ
て

る
か
ら
か
、
基
本
的
に
１
人
余
る
の
が
好

き
で
す
。

１
人
余
る
？

係
長
で
も
補
佐
で
も
、
自
分
の
仕
事
を
極

力
減
ら
し
て
、
基
本
み
ん
な
に
や
っ
て
も

ら
っ
て
自
分
は
全
体
と
先
を
見
る
、
そ
う

い
う
ス
タ
イ
ル
が
好
き
で
。
飲
み
会
や
同

窓
会
、
勉
強
会
で
も
幹
事
を
や
る
こ
と
が

多
い
ん
で
す
け
ど
、
中
で
飲
ん
で
ワ
ー
ッ

と
や
る
よ
り
は
、
人
が
ワ
イ
ワ
イ
し
て
い

る
の
を
見
て
そ
れ
を
肴
に
呑
む
、
み
た
い

な
感
じ
で
す
ね
。

ゴ
ー
ル
キ
ー
パ
ー
と
似
て
る
わ
け
で
す

ね
。
最
後
の
最
後
だ
け
守
る
。

今
回
の
補
正
予
算
と
か
著
作
権
法
改
正
の

対
応
で
は
全
然
違
う
ポ
ジ
シ
ョ
ン
取
り
な

ん
で
す
け
ど
（
笑
）。

バ
ッ
ク
パ
ッ
カ
ー
っ
て
言
う
と
、
や
っ
ぱ

り
沢
木
耕
太
郎
の
『
深
夜
特
急
』
に
憧
れ

て
た
ん
で
す
か
？

最
初
は
そ
う
で
す
ね
。
高
校
の
時
に
ド
ラ

マ
版
を
見
て
、
大
学
入
っ
た
ら
こ
れ
や
ろ

う
っ
て
。

わ
か
り
ま
す
！　

名
著
で
す
よ
ね
。
何
か

国
く
ら
い
行
き
ま
し
た
？

20
と
か
そ
れ
く
ら
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

同
じ
と
こ
ろ
に
行
っ
た
り
し
て
る
か
ら
、

数
は
そ
ん
な
多
く
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
一

番
長
か
っ
た
の
が
、
大
学
院
の
１
年
目
に

こ
こ
の
採
用
試
験
に
受
か
っ
て
、
半
年
間

時
間
が
で
き
た
ん
で
旅
行
に
行
っ
た
と
き

で
す
。
大
学
で
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
勉
強
を

し
て
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
中
国
か
ら
で
き

る
だ
け
西
に
行
こ
う
と
思
っ
て
た
ん
で
す

け
ど
、
９
・
11
同
時
多
発
テ
ロ
で
中
央
ア

サッカーのユニフォーム。
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ジ
ア
に
入
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
て
、
途
中

で
あ
き
ら
め
て
南
に
行
く
し
か
な
く
て
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
て
イ
ン
ド
と
か
に
。
そ

う
そ
う
、
中
国
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
で
出
会
っ

た
日
本
人
と
、
半
年
後
に
同
期
と
し
て
再

会
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
運
命
的
で
す
ね
。
今
は
も
う
全
然

行
っ
て
な
い
で
す
か
？

も
う
全
然
。上
の
子
が
10
才
に
な
っ
た
ら
、

２
人
で
イ
ン
ド
に
行
こ
う
っ
て
約
束
し
て

い
て
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
で

コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
。

残
念
！　
国
内
は
？

基
本
、
出
不
精
な
ん
で
す
よ
ね
。
コ
ロ
ナ

禍
で
拍
車
が
か
か
っ
て
、
家
の
周
り
を

走
っ
た
り
す
る
ぐ
ら
い
で
す
。

カ
メ
ラ
も
お
好
き
だ
と
か
。

写
真
は
基
本
的
に
旅
行
先
で
撮
り
ま
す
。

フ
ィ
ル
ム
だ
か
ら
、
気
合
い
入
れ
て
撮
ら

な
い
と
。

と
こ
ろ
で
、
子
育
て
と
の
両
立
は
い
か
が

で
す
か
？

配
偶
者
（
注
：
Ｎ
Ｄ
Ｌ
職
員
）
に
は
迷
惑

を
か
け
っ
ぱ
な
し
で
、
こ
れ
ま
で
の
仕
事

は
彼
女
の
多
大
な
協
力
の
上
に
成
り
立
っ

て
ま
す
。
最
近
、
彼
女
が
忙
し
い
部
署
に

異
動
に
な
っ
て
、
今
さ
ら
だ
け
ど
、
両
立

す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
今
は
僕
が
早
く
帰
る
こ
と
も

増
え
ま
し
た
。

早
く
帰
る
コ
ツ
っ
て
な
ん
で
す
か
？

手
元
に
た
め
す
ぎ
な
い
こ
と
で
す
か
ね
。

パ
ッ
と
や
っ
て
パ
ッ
と
離
し
た
い
。
そ
の

た
め
に
も
、
準
備
が
大
事
。

◆　
◆　
◆

今
後
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
は
ど
う
あ
る
べ
き
、
ま
た

ど
う
な
っ
て
い
っ
た
ら
よ
い
と
思
い
ま
す

か
。

僕
、
Ｎ
Ｄ
Ｌ
っ
て
「
国
立
」
あ
る
い
は

「
国
会
」
の
図
書
館
な
ん
だ
け
ど
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
く
て
、
日
本
に
い
る
人
と
世

界
中
の
日
本
語
を
使
う
人
の
ア
ー
カ
イ
ブ

な
の
で
、
広
く
使
え
る
よ
う
に
し
な
が
ら

も
、
後
世
に
遺
し
て
い
か
な
き
ゃ
い
け
な

い
、
と
思
っ
て
る
ん
で
す
ね
。
そ
の
た
め

に
代
々
渡
さ
れ
て
き
た
バ
ト
ン
を
少
し
で

も
い
い
状
態
に
し
て
次
の
世
代
に
渡
す
、

と
い
う
の
を
考
え
て
い
て
。

む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
広
い
視
野
で
す
ね
。
ス
パ

ン
も
長
い
。

歴
史
の
勉
強
を
し
た
り
、
旅
行
や
勉
強
会

で
い
ろ
ん
な
人
と
知
り
合
っ
て
き
た
か
ら

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
イ
ス
ラ
エ
ル
国
立
図

書
館
に
行
っ
た
と
き
に
、
彼
ら
が
自
分
た

ち
の
図
書
館
の
こ
と
を
、「
今
こ
こ
に
住

ん
で
い
る
ユ
ダ
ヤ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
じ
ゃ
な

い
人
だ
け
の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
て
、

世
界
各
地
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
た
め
の
も
の
で

も
あ
る
」
っ
て
言
っ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
す
。

こ
の
先
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況

で
、
日
本
語
、
日
本
の
社
会
、
文
化
っ
て
、

我
々
自
身
が
遺
さ
な
い
と
ど
こ
に
も
遺
ら

な
い
。
Ｎ
Ｄ
Ｌ
の
役
割
は
国
立
国
会
図
書

館
法
で
規
定
さ
れ
て
る
ん
だ
け
ど
、
で
も

館
法
が
な
く
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
図

書
館
が
な
く
な
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
さ
ら

に
言
え
ば
図
書
館
が
な
く
な
っ
て
も
資
料

が
な
く
な
る
わ
け
じ
ゃ
な
い
。
僕
ら
が
遺

さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
資
料
。
時
代

に
応
じ
て
姿
を
変
え
て
い
く
資
料
を
集
め

て
遺
し
て
い
く
た
め
に
あ
が
い
て
い
く
こ

と
が
一
番
大
事
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

（上）地元で10年以上主宰している勉強会の様子（コロナ禍でお休み中）。（下）
ガンジス川にて。常設展示（現在のミニ電子展示「本の万華鏡」）や本誌でも、
旅にまつわる企画、記事を執筆。
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令和4年 2月、電子展示会「近代日本人の肖像」を9年ぶりにリニューアルしました。

150名以上の人物を追加し、近現代に活躍した約 750名、1,900 点以上の肖像をご覧いただける

ほか、肖像を様々な用途にご活用いただけます。実際にアクセスしてご覧ください。

https://www.ndl.go.jp/portrait/
インターネットでどなたでもご覧いただけます。

21 国立国会図書館月報 732号 2022.4

https://www.ndl.go.jp/portrait/


これまで提供していた600名に加え、150名以上の人物を追加しました。
文学者・芸術家・学者などを特に拡充しています。

三浦環

谷崎潤一郎

石川啄木

木村曙

尾上松之助

幸田文

岡本かの子

下田歌子

金子みすゞ

長岡半太郎

「ピックアップ」のコーナーでは、様々なテーマで人物を紹介しています。

コンテンツは今後も追加していく予定です。

150 名以上の人物を追加しました

人物について学べるコーナーを新設しました
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提供している肖像は、国立国会図書館の所蔵する図書や

雑誌などに掲載されているものです。国立国会図書館デ

ジタルコレクションを通じ、肖像の出典であるデジタル

化資料にもアクセスできます *。

「関連資料」の欄からは、デジタル化された著作等をご覧

いただけます。関連する歴史的音源・電子展示会など国

立国会図書館の各サービスにもリンクしています。

*インターネットからは資料の全ページが見られない資料や、国立国会図
書館デジタルコレクションには掲載されていない資料もあります。

様々な資料にアクセスできます

関連資料へのリンク肖像の出典へのリンク

掲載している肖像は著作権保護期間を満了して

います。書籍や雑誌、テレビのドキュメンタリー

番組やクイズ番組、学校のレポートなど様々な

用途に画像データをご利用いただけます。使用

料は無料で、手続きの必要はありません。出典

が国立国会図書館「近代日本人の肖像」である

ことを明記の上、ご利用ください。

※詳しくは電子展示会内の「ご利用について」をご覧ください。

様々な用途に利用できます スマートフォン等からも
ご利用いただけます

渋沢栄一のページ

〇〇町だより

郷土の偉人を紹介します

近代日本人の肖像より

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘｘ。
ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ
ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

ｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘｘ

利用イメージ

国立国会図書館では、「近代日本人の肖像」以外にも多くの電子展示会を公開

しています。各コンテンツでは、国立国会図書館所蔵の様々な資料について、

わかりやすい解説を加え紹介しています。

https://www.ndl.go.jp/jp/d_exhibitions/
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　「
文
」
と
「
書
」
は
、
ど
ち
ら
も
私
た
ち
に
と
っ
て
な

じ
み
深
い
基
本
的
な
漢
字
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
二
つ
が
合

わ
さ
っ
て
「
文
書
」
と
い
う
単
語
に
な
る
と
、
と
た
ん
に

硬
質
で
シ
リ
ア
ス
な
響
き
を
帯
び
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
、「
文
書
」
が
、
サ
ス
ペ
ン
ス
映
画
な
ど
の
中
で
、

世
界
を
揺
る
が
す
「
極
秘
文
書
」
と
し
て
登
場
す
る
こ
と

が
多
い
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
ん
な
「
文
書
」
を
扱
う
文
書
係
員
と
し
て
の
私
の
一

日
は
、
ス
ク
リ
ー
ン
の
中
の
大
活
劇
と
比
べ
る
と
ず
っ
と

ず
っ
と
地
味
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
私
の
朝
の
仕
事
は
、
当
館
に
届
い
た
郵
便

物
や
小
包
の
仕
分
け
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
当
館
へ
は
、
資

料
と
な
る
本
や
雑
誌
の
ほ
か
に
、
職
員
宛
て
の
手
紙
や
書

類
な
ど
も
ま
と
め
て
届
く
た
め
、
宛
て
先
を
確
認
し
、
担

当
の
部
署
に
引
き
渡
す
の
で
す
。
仕
分
け
が
終
わ
る
と
、

今
度
は
、当
館
か
ら
発
送
す
る
郵
便
物
や
小
包
を
回
収
し
、

料
金
の
処
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　
文
書
係
が
郵
便
関
係
の
業
務
を
担
当
し
て
い
る
こ
と
を

不
思
議
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
郵
便
物
な
ど

の
中
に
は
、
通
知
文
や
依
頼
文
、
回
答
文
と
い
っ
た
文
書

が
入
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
文
書
の

出
入
り
口
に
文
書
係
が
立
っ
て
、
文
書
が
円
滑
に
行
き
来

で
き
る
よ
う
に
交
通
整
理
を
し
て
い
る
の
で
す
。

　
さ
て
、
そ
う
し
て
当
館
へ
届
い
た
文
書
の
中
に
は
、
所

定
の
事
項
を
登
録
し
、
公
文
書
と
し
て
体
系
づ
け
ら
れ
る

も
の
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
当
館
か
ら
外
部
へ
発
送
す
る

文
書
や
、
部
署
と
部
署
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
文
書
、
催

し
の
計
画
を
記
し
た
文
書
な
ど
の
案
文
は
、
責
任
者
の
確

認
を
受
け
る
「
決
裁
」
の
手
続
き
を
経
て
、
公
文
書
と
し

て
作
成
・
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
館
や
部
署
全
体
の
意
思
決
定
に
関
わ
る
公
文
書
の
作

成
・
保
存
は
、
様
々
な
ル
ー
ル
に
の
っ
と
っ
て
注
意
深
く

行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
ル
ー
ル
が

守
ら
れ
て
い
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
も
、
文
書
係
の
重

要
な
仕
事
な
の
で
す
。
こ
れ
ま
で
決
ま
り
や
ル
ー
ル
に
疎

か
っ
た
私
に
は
、
覚
え
る
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
が
、
参
考
資
料
を
片
手
に
、
文
書
の
構
成
や
用
語

な
ど
が
間
違
っ
て
い
な
い
か
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
て
作
成
さ
れ
た
公
文
書
は
、
あ
る
と
き
は
後
の

業
務
の
参
考
資
料
と
し
て
、
あ
る
と
き
は
後
世
か
ら
の
検

証
に
堪
え
る
業
務
の
証
拠
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま

す
。「
極
秘
文
書
」
を
め
ぐ
る
ス
パ
イ
や
刑
事
の
よ
う
な

ス
リ
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
彼
ら
に
劣
ら
ぬ
緊
張
感
を

持
っ
て
、
日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
総
務
部 
総
務
課
　
木
星
）

「極秘」の任務？
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「
ジ
ャ
ポ
ネ
ス
・
ガ
ラ
ン
チ
ー
ド
」
と
い

う
言
葉
を
ご
存
知
だ
ろ
う
か
。
ブ
ラ
ジ
ル
の

日
系
人
を
表
す
言
葉
で
あ
り
、
直
訳
す
る
と

「
信
頼
で
き
る
日
本
人
」
と
い
う
意
味
で
あ

る
。
明
治
末
期
か
ら
戦
後
に
か
け
て
ブ
ラ
ジ

ル
に
渡
っ
た
当
時
の
日
本
人
の
真
面
目
さ
や

働
き
者
の
様
子
が
評
価
さ
れ
、
名
づ
け
ら
れ

た
そ
う
だ
。

　

日
本
人
の
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
住
が
開
始
さ

れ
た
の
は
１
９
０
８
年
、
明
治
時
代
で
あ

る
。
８
年
後
、
大
正
時
代
に
入
っ
て
和
歌
山

県
も
ブ
ラ
ジ
ル
へ
移
住
を
開
始
し
、
戦
前
戦

後
を
通
し
て
約
１
、６
０
０
家
族
お
よ
そ
６
、

０
０
０
人
を
送
り
だ
し
た
。

　

本
書
は
、
２
０
１
７
年
「
和
歌
山
県
人
ブ

ラ
ジ
ル
移
民
１
０
０
周
年
祭
」
の
記
念
事
業

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
ブ
ラ
ジ
ル
を
第
２

の
故
郷
と
し
て
受
け
入
れ
、
移
民
と
し
て
の

人
生
を
全
う
し
た
和
歌
山
県
人
の
歴
史
を

綴
っ
た
記
念
誌
で
あ
り
、
１
０
０
周
年
記
念

へ
の
各
関
係
者
か
ら
の
祝
辞
や
和
歌
山
県
人

会
の
歴
史
、
そ
し
て
和
歌
山
県
人
会
会
員
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
手
記
が
記
さ
れ
て
い
る
。
全

編
に
わ
た
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
日
本
語
が
併

記
さ
れ
て
い
る
の
も
本
書
の
特
徴
だ
。

　

本
書
の
見
ど
こ
ろ
は
、
や
は
り
第
２
章
、

第
３
章
の
和
歌
山
県
人
会
家
族
た
ち
の
手
記

で
あ
ろ
う
。
県
人
会
会
員
に
自
身
の
家
族
の

両
親
や
祖
父
母
に
つ
い
て
何
か
書
い
て
送
る

よ
う
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
最
終
的
に
30
余

名
の
手
記
が
寄
せ
ら
れ
た
。
寄
せ
ら
れ
た
手

記
か
ら
は
、
各
々
が
経
験
し
た
人
生
の
臨
場

感
、
執
筆
者
の
息
遣
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

そ
こ
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
が
異
な
る

文
化
や
風
習
、
そ
し
て
時
代
の
流
れ
に
翻
弄

さ
れ
な
が
ら
も
強
く
実
直
に
生
き
抜
い
た
人

生
の
ド
ラ
マ
が
描
か
れ
て
い
る
。
重
労
働
や

債
務
に
苦
し
み
、
時
に
は
家
族
間
で
諍
い
が

起
き
、
ま
た
マ
ラ
リ
ア
で
家
族
を
失
っ
た
者

も
い
た
。
し
か
し
、
手
記
を
寄
せ
た
執
筆
者

や
そ
の
家
族
は
多
く
の
犠
牲
を
払
い
な
が
ら

懸
命
に
逆
境
を
生
き
抜
い
て
き
た
。

　

多
様
な
人
生
が
描
か
れ
な
が
ら
も
多
く
の

家
族
に
共
通
す
る
の
は
、
子
孫
を
残
し
、
ブ

ラ
ジ
ル
と
日
本
の
友
好
の
懸
け
橋
と
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
今
で
は
ブ
ラ
ジ
ル
で
築

き
上
げ
た
家
族
の
多
く
は
５
世
代
目
に
突
入

し
、
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
て
い

る
。

　

本
書
の
も
う
１
つ
の
見
ど
こ
ろ
は
、
手
記

と
と
も
に
ブ
ラ
ジ
ル
入
植
直
後
や
現
在
の
家

族
写
真
、
家
系
図
、
さ
ら
に
は
趣
味
の
俳
句
・

短
歌
が
添
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

こ
か
ら
は
家
族
が
増
え
た
こ
と
の
喜
び
や
、

日
本
の
祖
先
や
文
化
を
異
国
の
地
で
今
も
大

切
に
思
い
続
け
て
い
る
様
子
が
窺
え
る
。

　

世
代
は
代
わ
っ
て
も
日
本
人
の
持
つ
正

直
・
勤
勉
・
真
面
目
と
い
っ
た
美
徳
は
親
か

ら
子
、子
か
ら
孫
へ
と
連
綿
と
受
け
継
が
れ
、

今
も
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に
影
響
を
与
え
続
け
て

い
る
。
本
書
の
ペ
ー
ジ
を
め
く
り
な
が
ら
、

移
民
が
「
ジ
ャ
ポ
ネ
ス
・
ガ
ラ
ン
チ
ー
ド
」

と
い
う
信
頼
の
遺
産
を
ブ
ラ
ジ
ル
社
会
に
遺

し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
つ
つ
、
人
生
を

掛
け
て
海
を
渡
っ
た
当
時
の
日
本
人
に
思
い

を
馳
せ
て
み
る
の
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

（
岩
下 

詩
帆
）

和歌山県人ブラジル移住
100周年記念誌
Centenár io  da  im igração  de 
Wakayama no Brasil
ブラジル和歌山県人会
2019　389p；27cm
<請求記号 DC812-M71>



N D L  T o p i c s
「
個
人
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信
サ
ー
ビ
ス
」
の

開
始
に
つ
い
て
（
令
和
４
年
５
月
19
日
予
定
）

　

国
立
国
会
図
書
館
は
、「
個
人
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信

サ
ー
ビ
ス
」（
略
称
「
個
人
送
信
」）
を
令
和
４
年
５
月
19
日
か

ら
新
た
に
開
始
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
令
和
３
年
６
月
2
日
に
、
著
作
権
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律（
令
和
３
年
法
律
第
52
号
）
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
す
。
こ
の
改
正
に
よ
り
、
国
立
国
会
図
書
館
は
デ

ジ
タ
ル
化
し
た
資
料
の
う
ち
絶
版
等
資
料
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

経
由
で
個
人
に
送
信
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
法
改
正
の

背
景
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
へ
の
対
応
と
と

も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
当
館
や
公
共
図
書
館
、
大
学
図
書

館
等
に
来
館
せ
ず
に
利
用
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
へ
の
ニ
ー

ズ
が
、
研
究
者
・
学
生
等
の
個
人
か
ら
高
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

○
サ
ー
ビ
ス
概
要

　

当
館
の
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
の
う
ち
、
絶
版
等
の
理
由
で
入
手

が
困
難
な
も
の
を
、利
用
者
ご
自
身
の
端
末（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
、
パ
ソ
コ
ン
）
等
を
用
い
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経

由
で
閲
覧
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（https://dl.ndl.go.jp/

）
で
資
料
の
本
文
画

像
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
開
始
当
初
は
閲
覧
の
み
で
す

が
、
令
和
５
年
１
月
を
目
途
に
印
刷
機
能
の
提
供
を
開
始
す
る

予
定
で
す
。

○
利
用
で
き
る
資
料

　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
提
供
し
て
い

る
資
料
の
う
ち
、
絶
版
等
の
理
由
で
入
手
が
困
難
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
資
料
（
著
作
権
者
等
の
申
出
を
受
け
て
、
３
か

月
以
内
に
入
手
困
難
な
状
態
が
解
消
す
る
蓋
然
性
が
高
い
と
当

館
が
認
め
た
も
の
を
除
く
。）
が
対
象
で
す
。
具
体
的
に
は
、「
図

書
館
送
信
資
料
」
約
１
５
３
万
点
（
令
和
４
年
１
月
時
点
）
の

範
囲
内
の
資
料
で
、
昭
和
43
年
ま
で
に
受
け
入
れ
た
図
書
約

56
万
点
、
明
治
期
以
降
の
貴
重
書
等
や
清
代
後
期
以
降
の
漢
籍

等
約
２
万
点
、
明
治
期
以
降
に
発
行
さ
れ
た
雑
誌
の
う
ち
、
刊

行
後
５
年
以
上
経
過
し
た
も
の
で
、
商
業
出
版
さ
れ
て
い
な
い

も
の
約
１
万
タ
イ
ト
ル（
約
82
万
点
）な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

対
象
資
料
の
詳
細
に
つ
い
て
は　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ� >

資
料
・
情
報
の
利
用� >

他
の
図
書
館
で
の
デ
ジ

タ
ル
化
資
料
の
利
用� >

図
書
館
向
け
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
送
信

サ
ー
ビ
ス
の
「
利
用
で
き
る
資
料
」　

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
方

　

国
立
国
会
図
書
館
の
「
個
人
の
登
録
利
用
者
」
の
う
ち
、
日

本
国
内
に
居
住
し
て
い
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス

の
利
用
に
は
個
人
送
信
の
利
用
規
約
に
同
意
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

※�

利
用
者
登
録
に
つ
い
て
は　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ� >

利
用
者
登
録� >

国
立
国
会
図
書
館
の
利
用
者
登
録
に
つ

い
て
の
「「
個
人
の
登
録
利
用
者
」
に
な
る
に
は
」　

を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

○
問
合
せ
先

　

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部�

サ
ー
ビ
ス
企
画
課

　

０
３
（
３
５
８
１
）
２
３
３
１
（
代
表
）

国立国会図書館

蔵書
デジタル化
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<参考：国立国会図書館所蔵資料のデジタル化の状況（令和4年1月時点）>

（端数処理のため合計が一致しない場合があります。）

資料種別

インターネット
公開

（著作権保護期間
満了等）

送信
（絶版等資料）

国立国会図書館
館内限定

（その他）
合計

図書 36万点 55万点 8万点 99万点

雑誌 2万点 82万点 51万点 134万点

論文 2万点 13万点 2万点 16万点

その他 18万点 4万点 9万点 30万点

（合計） 56万点 153万点 71万点 279万点

国立国会図書館の個人向けデジタル化資料送信サービス

※数値は令和4年1月時点
※イラストの出典：いらすとや（https://www.irasutoya.com/）

現在も利用可能

国立国会図書館デジタ
ル化資料のうち、絶版等の
理由で入手が困難なもの
【約153万点】

著作権保護期間満了・
許諾等によりインターネッ
ト公開【約56万点】

令和3年著作権法改正により
個人への送信も可能に
【令和4年5月開始】

従来、公共図書館や大学
図書館等で利用可能
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N D L  T o p i c s
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に

つ
い
て

　　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
所
蔵
資
料
の
保
存
と
利
用
の
両
立

を
図
る
た
め
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
媒
体
変
換
を
行
い
、
作
業
が

終
了
し
た
後
は
、
原
資
料
に
代
え
て
デ
ジ
タ
ル
化
資
料
を
提
供

し
て
い
ま
す
。
こ
の
デ
ジ
タ
ル
化
作
業
の
た
め
、
次
の
と
お
り

一
部
の
資
料
の
利
用
を
休
止
し
ま
す
。

���

利�

用
休
止
予
定
期
間

令
和
４
年
４
月
11
日
～
令
和
５
年
５
月
31
日

・
東
京
本
館
所
蔵
の
和
図
書　

約
35
万
冊

（�

昭
和
44
年
１
月
か
ら
平
成
７
年
12
月
ま
で
に
整
理
さ
れ
た
和

図
書
の
一
部
）

※�

対
象
資
料
は
順
次
利
用
を
休
止
し
ま
す
。
ご
利
用
い
た
だ
け

な
い
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン
の
書
誌
詳
細

画
面
の
所
蔵
一
覧
で
、「
作
業
中　

デ
ジ
タ
ル
化
の
た
め
」
の

表
示
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
事
前
に
検
索
し
て
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は　

国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ� >�

資

料
の
保
存� >�

資
料
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て� >�

デ
ジ
タ
ル
化
作

業
に
伴
う
原
資
料
の
利
用
休
止
に
つ
い
て　

に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
国
民
共
有
の
文
化
的
資
産
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

新
刊
案
内

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
５
４
号　

　

法�

律
の
一
般
性
原
理
と
い
わ
ゆ
る
「
処
分
的
法
律
」
に
つ
い

て

　

在�

日
米
軍
に
よ
る
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備
と
訓
練
活
動
―
経
緯

と
現
状
―

　

人�

・
農
地
プ
ラ
ン
の
展
開
―
集
落
機
能
を
活
用
し
た
農
業
者
・

農
地
の
将
来
設
計
―

　

高�

齢
化
の
進
展
に
伴
う
空
き
家
の
増
加
と
固
定
資
産
税
―
地

方
自
治
体
に
よ
る
税
率
設
定
状
況
に
注
目
し
て
―

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

　

日
本
図
書
館
協
会

　

〒
１
０
４
‐
０
０
３
３　

東
京
都
中
央
区
新
川
１
‐
11
‐
14

　

電
話　

０
３
（
３
５
２
３
）
０
８
１
２

お
も
な
人
事

<

異
動>　

※
（　

）
内
は
前
職

令
和
４
年
２
月
１
日
付
け

総
務
部
長
事
務
取
扱
を
解
く
（
副
館
長
、
総
務
部
長
事
務
取
扱
）

片
山　

信
子

総
務
部
長
、
収
集
書
誌
部
長
兼
務
（
収
集
書
誌
部
長
）

山
地　

康
志

A4 107頁 月刊 1,100円（税込）　
発売　日本図書館協会

＃27
東京本館 南口の桜
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